
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆ 戦略策定の必要性と位置づけ 
・雇用創出効果が大きく、他産業への経済波及効果が高いものづくり産業の振興が重要             ・札幌の地域特性を踏まえた、製造業、ＩＴ・バイオ・コンテンツ産業の「札幌型のものづくり産業」の振興 
・札幌市中小企業振興審議会の答申（H23.2）「ものづくり産業の振興のあり方について」に基づき作成 ・ヒアリングで把握した各産業の成長のボトルネック解消を図るための実効性ある施策の方向性 
・「札幌市産業振興ビジョン」（H23.1）のアクションプランとして平成 23 年度から 5年間の取組 

①農業者や漁業者との連携が不足している 

 

②道外において常時販売される製品が尐ない 

 

③高品質だが生産コストの高い製品が多く、価

格競争の販売では不利 

● 食料品製造業 

● 印刷業 

 

 

● コンテンツ

産業 

● 金属・機械 

製造業 

 

● ＩＴ産業 

 

● バイオ産業 

 

①紙媒体の印刷物の減尐等による印刷市場が縮

小している 

②デザイナー、クリエイターの活用が不足して

いる 

③映像制作・販売をマネジメントするプロデュ

ーサーが不足している 

①公共事業の減尐により建設向け需要が低迷し

ている 

②設計から製品化までの一貫した業務を行える

企業が尐ない 

   

①受託業務が多く、マーケティングや技術の蓄

積がしにくい 

②顧客の求める内容を的確に反映した製品開発

が難しい 

③企業規模が小さく大きな開発事業を受託でき

ない 

①機能性評価を行う設備や資金が不足している 

 

②医療・医薬品分野では、長期の開発期間と多

大な資金が必要 

①６次産業化を促進して農水産物を付加価値の高い食品に加工 

 

②マーケットや顧客を意識した製品開発の促進と新たな販路  

拡大 

③高品質を活かした販売先・販売方法の工夫 

  

①顧客の課題を解決する印刷業への転換 

 

②デザイナー、クリエイターと印刷業や観光業とのマッチング 

の実施 

③道内での映像制作の支援とプロデューサーの育成 

  

①異業種との連携による地域需要の掘り起こし  

 

②加工技術力等の向上とコーディネート人材を活用した製品

開発支援 

①地域需要の掘り起こしによる自社製品開発の促進 

 

②ＩＴ企業と顧客をコーディネートする人材の育成 

 

③協業して開発業務を受注する仕組みづくり 

①産学官による素材などの機能性評価の仕組みづくりと販路

拡大の支援 

②地域一体で取り組む継続的な支援体制の構築 

◆ 主要な産業の課題 ◆ 施策展開と主な取組 

～ 札幌市ものづくり振興戦略（策定中）における中小企業振興審議会答申の反映状況～ 
２０１１．９．１  

◆ ものづくり産業振興の５つの基本方針 
(ものづくり産業全体の振興の方向性) 

①産学官連携、異業種･同業種連携に取り組み

やすい体制の整備   

②札幌市と道、道内自治体との連携体制の構築 

 

①成長著しいアジアを中心とする海外販路の

拡大 

②積雪寒冷な気候に対応した住宅や施工技術

などの販路拡大 

③大学などの研究成果や札幌市の先導的な事

業に基づく事業化の取組支援 

④省エネルギーやＣＯ2削減などを契機とした

新しい製品やビジネスの創出支援 

⑤健康福祉分野を中心としたものづくり産業

の取組の促進 

①新たなニッチトップ・オンリーワン企業の創

出 

②地域ブランドの育成と販路の拡大支援 

①企業の人材育成や優秀な人材の雇用促進 

②経済状況に応じた資金調達制度の充実 

③創業を目指す企業、人への支援 

 

 

①企業情報の収集強化と誘致対象企業を絞り

込んだ誘致活動の実施 

②周辺自治体と連携した誘致活動の実施  

③札幌の企業と道外企業との連携の促進     

④優秀な人材の誘致の促進 

 

⑴多様な連携

体制の構築 

⑵拡大が見込

まれる新た

な市場への

挑戦 

⑶企業の創造

性を活かし

た産業振興 

⑷戦略的な企

業誘致と人

材誘致 

⑸中小企業の 

経営基盤の

強化 

(各産業のボトルネック) 

資料５ 


